
『文
心
髄
龍
』
事
類
篇
劉
記事

頑

香

織

京
都

大
挙

六
朝
後
期
に
成
立
し
た
劉
曲
の

『
文
心
離
龍
』
は
､
文
学
理
論
の

書
と
し
て
重
要
で
あ
る
ば
か
-
で
な
-
､
漠
魂
の
多
-
の
供
文
の
断

片
を
記
録
す
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
｡
だ
が
､
残
念
な
こ
と
に
､

出
典
が
不
詳
で
あ
る
た
め
､
前
後
の
文
脈
が
つ
か
め
ず
､
文
意
が
は

っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
-
な
い
｡
こ
う
し
た
不
詳
'
未
詳
箇

所
の
文
意
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
､
今
後
の
研
究
に
貴
す
る
と
こ
ろ
は

大
き
い
だ
ろ
う
｡
こ
こ
で
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
へ
出
典
不
詳
部
分
の

ひ
と
つ
､
事
類
篇
併
引
の
魂
武
帝
曹
操
の
こ
と
ば
に
現
れ
る
人
名
に

つ
い
て
､
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
｡

事
歎
篤
は
学
問
の
重
税
と
'
学
問
の
基
礎
の
上
に
立
っ
た
的
確
な

典
故
の
運
用
を
説
-

一
第
で
､
中
に
次
の
よ
う
な
曹
操
の
こ
と
ば
を

『文
心
願
龍
』
事
短
篇
劉
記
(幸
福
)

引
用
す
る
｡

し
こ

故
に
魂
武
稀
す
ら
-
､
｢張
子
の
文
を
拙
と
為
す
｡
然
う

し
て

学
問
膚
環
に
し
て
見
る
所
博
か
ら
ず
､
専
ら
雀

･
杜
の
小
文
を

し
ゆう
て
つ

こと
ご
と

拾

接

す

｡
作
る
所

悉

-

は
難
ず
べ
か
ら
ず
､
難
は
便
ち
出
づ

こ

か
ぷ
ん

へい

仕

る
所
を
知
ら
ざ
る
こ
と
｣
と
｡
斯
れ
則
ち
寡

聞

の

病

な

-
0

故
貌
武
稀

｢張
子
之
文
鳥
拙
.
然
学
問
膚
濁
､
所
見
不
博
､
専

拾
揚
程
杜
小
文
.
所
作
不
可
悉
難
､
難
便
不
知
所
出
｡
｣
斯
則

寡
聞
之
病
也
｡

(『文
心
髄
謂
』
事
類
篇
)

曹
操
の
こ
と
ば
の
出
典
は
不
詳
｡
後
に

｢寡
文
の
病
｣
と
い
う
こ

と
か
ら
､
学
識
不
足
を
批
判
す
る
た
め
の
引
話
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
が
､
｢張
子
｣
｢雀
杜
｣
の
人
名
が
不
明
で
あ
る
た
め
に
'
具
鮭

的
な
批
判
の
意
圏
が
わ
か
-
に
-
い
｡
こ
れ
ま
で
の
注
樺
で
は
､
こ

の
三
名
の
人
名
に
つ
い
て
､
す
べ
て
を
不
詳
と
す
る
も
の
'
｢張
子
｣

を
不
詳
と
し

｢崖
杜
｣
を
後
漠
の
雀
鯛
崖
瑳
父
子

･
杜
篤
と
す
る
も

の
､
ま
た

｢杜
｣
に
つ
い
て
は
杜
篤
の
ほ
か
､
杜
林
､
杜
毅
を
あ
げ

2

る
も
の
も
あ
-
､
さ
ま
ざ
ま
に
意
見
が
分
か
れ
TQu
o
今
､
比
較
的
踏

襲
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
楊
明
照

『
文
心
願
龍
校
注
拾
遺
』
の
見
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3

解
を
次
に
あ
げ
聖

｢張
子
｣
は
張
範
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

『
郁
原
別
俸
』
に

｢河

内
の
張
範
､
名
公
の
子
な
り
.
其
の
志
行
(柿
)
原
と
符
す
る
有

T･f･仙

り
て
､
甚
だ
相
い
親
近
す
｡

(曹
操
)
令
し
て
日
-
､

｢
郡
原
名

は
高
-
徳
は
大
､
清
規
世
に
逝
か
に
､
魁
然
と
し
て
崎
し
､
孤

が
用
と
為
ら
ず
.
聞
-
な
ら
-
張
子
は
頗
る
之
に
寧
ば
ん
と
欲

す
と
｡
吾
れ
之
に
造
る
者
は
富
み
､
之
に
随
う
者
は
貧
す
る
を

恐
る
る
な
-
｡
｣
(三
国
志
貌
志
郷
原
侍
薬
注
引
)
と
い
う
.

-
-

雀
鯛
父
子
お
よ
び
杜
篤
に
は
皆
な
難
文
が
有
-
､
厳
可
均
全
後

漢
文
巻
二
八
又
た
奄
四
四
至
巻
四
七
に
見
え
る
｡

按

『
張
子
』
未
審
馬
張
範
否
～

郁
原
別
停

『
河
内
張
範
､
名

T'T'

公
之
子
也
｡
其
志
行
有
輿
(秤
)
原
符
､
甚
相
親
近
.
(曹
操
)
令

日
､
｢
郡
原
名
高
徳
大
､
清
規
逸
世
､
魁
然
而
崎
'
不
為
孤
用
｡

聞
張
子
頗
欲
学
之
｡
吾
恐
造
之
者
富
､
隆
之
者
貧
也
｣
』
(三
国

志
貌
志
秤
原
侍
糞
注
引
)
･-
･･･按
雀
鯛
父
子
及
杜
篤
皆
有
難
文
､

見
厳
可
均
全
後
漢
文
巻
二
八
又
奄
四
四
至
奄
四
七
｡

(楊
明
照

『文
心
離
龍
校
注
拾
遣
』)

楊
氏
は

｢張
子
｣
を
張
範
､

｢崖
杜
｣

を
雀
鯛
崖
瑳
お
よ
び
杜
篤

と
考
え
る
o
確
か
に
'
雀
鯛
(～
～
九
二
)
達
家
(七
七
～

一
四
二
)
父
子

お
よ
び
杜
篤

(～
～
九
二
)
は
､
活
躍
し
た
時
代
も
近
-
､
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
文
名
が
高
い
｡

『後
漢
書
』

の
侍
に
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
｡

年
十
三
に
し
て
能
-
詩
'
易
'
春
秋
に
通
ぜ
-
｡
博
学
に
し
て

偉
才
有
-
｡
轟
-
古
今
の
訓
話
､
百
家
の
言
に
通
じ
､
善
-
文

を
屠
る
.
少
-
し
て
大
挙
に
済
び
､
班
固

･
樽
毅
と
同
時
に
名

を
斉
し
う
す
0

年
十
三
能
通
詩
､
易
､
春
秋
'
博
学
有
偉
才
､
姦
通
古
今
訓
話

百
家
言
､
善
展
文
｡
少
済
大
学
､
興
班
固
停
毅
同
時
奔
名
｡

(『後
漢
書
』
巻
五
十
二
雀
駆
俸
)

瑳

文
辞
に
高
-
'
尤
も
書
､
記
､
旗
､
銘
を
為
る
を
善
-
L
t

著
す
所
の
購
､
稗
､
銘
､
歳
､
頭
､
七
蘇
､
南
陽
文
学
官
志
'

歎
軒
､
移
証
文
､
悔
所
､
草
書
執
､
七
言
､
凡
そ
五
十
七
篇
｡

其
の
南
陽
文
学
官
志
は
後
世
に
解
せ
ら
れ
'
諸
の
能
-
文
を
為

おも

る
者
皆
な
自
ら
以
え
ら
-
及
ぶ
弗
L
と
｡

瑳
高
於
文
節
､
尤
善
烏
書
'
記
､
蔵
､
銘
､
新
著
賦
､
碑
､
銘
七

歳
､
頂
､
七
蘇
､
南
陽
文
学
官
志
'
歎
辞
､
移
政
文
､
悔
所
､
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草
書
執
､
七
言
'
凡
五
十
七
第
｡
其
南
陽
文
学
官
志
稀
於
後
世
､

諸
能
馬
文
老
皆
自
以
弗
及
｡

(『後
漢
書
』
巷
五
十
二
崖
瑳
俸
)

篤

少
-
し
て
博
学
に
し
て
'
小
節
を
修
め
ず
､
郷
人
の
穫
す

る
所
と
為
ら
ず
0
-
-
大
司
馬
奥
漠
の
亮
ず
る
に
脅
し
'
光
武

詔
し
て
請
備
に
之
を
課
せ
し
む
o
篤

獄
中
に
課
を
篤
-
､
静

は
最
も
高
-
､
帝

之
を
美
め
､
畠
を
賜
い
刑
を
克
ず
｡

篤
少
博
学
､
不
修
小
節
､
不
薦
郷
人
所
産
.
-
･･･合
大
司
馬
呉

漠
亮
､
光
武
詔
諸
儒
諌
之
､
篤
於
獄
中
馬
課
､
酔
最
高
､
帝
美

之
､
賜
岳
免
刑
｡

(『後
漢
書
』
巻
八
十
上
文
苑
停
杜
篤
)

ま
た

『文
心
離
龍
』
才
略
篇
に
､

ふ
き

さ
い
い
ん

なら

え
ん

し
よ
く

あ
と

つ

停

毅

･

崖

駆

は

､
光
采
眉
を

比

べ

'
瑳

･

是

は

武

を

良

い
で
､

上

そ

と
と
く

か
き

能
-
蕨
の
風
を
世
よ
に
す
る
老
な
り
｡
杜

篤

･

貿

達

も
､
亦
た

た

あ
と
づ

文
に
聾
有
る
も
'
其
の
才
為

る
を

跡

-

る
に
､
崖

･
侍
の
末
流

な
り
｡

停
毅
埋
駆
､
光
采
比
肩
､
家
定
瞳
武
､
能
世
蕨
風
老
兵
｡
杜
篤

票
蓮
亦
有
撃
於
文
､
述
其
馬
才
'
雀
博
之
末
流
也
｡

『文
心
離
龍
』
車
板
篇
劉
記

(幸
福
)

と
あ
-
､
並
稀
は
し
て
い
な
い
も
の
の
'

一
つ
の
流
れ
の
中
で
雀
牌
､

崖
壊
､
杜
篤
を
と
ら
え
て
い
る
｡
作
風
に
何
ら
か
の
共
通
鮎
が
認
め

ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

陸
侃
如

･
牟
世
金

『
文
心
離
龍
評

注
』
も
､
｢崖
杜
｣
を
不
詳
と
し
な
が
ら
､
｢曹
操
の
前
､
雀
杜
二
姓

5

の
同
時
代
の
文
人
に
､
後
漠
の
雀
鯛

･
杜
篤
が
い
る
｣
と
､
こ
の
二

名
の
名
を
あ
げ
る
｡
し
か
し
､
同
時
代
性
'
文
学
に
お
け
る
名
聾
､

作
風
の
共
通
鮎
と
い
う
候
件
を
備
え
な
が
ら
､
な
お

｢崖
杜
｣
並
稀

を
推
定
す
る
に
十
分
で
な
い
｡
並
稀
を
推
定
す
る
た
め
に
は
､
才
能

が
括
抗
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
､
そ
し
て
そ
の
並
稀
の
形
が

固
定
し
て
襲
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
｡
上
述
の
資
料
か

ら
見
れ
ば
'
雀
鯛
は
班
固

･
侍
毅
と
､
杜
篤
は
貿
蓮
と
こ
そ
並
解
さ

れ
る
べ
き
で
､
雀
鯛
崖
瑳
父
子
と
杜
篤
を

｢雀
杜
｣
と
呼
ぶ
必
然
性
､

ま
た
は
具
鰻
的
な
前
例
が
な
い
｡

｢張
子
｣
の
推
定
は
さ
ら
に
暖
味
で
あ
る
｡
楊
氏
の
注
帯
は
､
三

国
魂
の
時
代
､
曹
操
の
周
連
に

｢張
子
｣
と
呼
ば
れ
る
張
範
が
存
在

し
た
こ
と
を
琵
明
し
て
い
る
が
､
し
か
し
こ
の
張
範
が

｢雀
杜
｣
と

結
び
つ
-
必
然
性
が
示
さ
れ
て
い
な
い
｡
『
文
心
離
龍
』

の
原
文
に

は

｢張
子
｣
が

｢崖
杜
｣
の
小
文
を
拾
接
し
た
と
あ
る
｡

｢子
｣
を
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敬
稀
と
考
え
る
な
ら
ば
､

張
某
の
推
定
に
は
､
曹
操
が

｢張
子
｣
と

呼
ん
だ
と
い
う
記
事
よ
り
も
､
む
し
ろ

｢僅
杜
｣
と
の
結
び
つ
き
を

こ
そ
重
要
親
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
｡
以
上
の
よ
う
な
楊
説
の
検

討
を
通
し
て
､

｢張
子
｣
お
よ
び

｢崖
杜
｣
を
推
定
す
る
た
め
の
必

要
候
件
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
｡

そ
こ
で
こ
こ
で
は
､

｢崖
｣
と

｢杜
｣
の
並
稀
､
お
よ
び

｢張
子
｣
と

｢崖
杜
｣
の
結
び

つ
き
を
重
税
し
て
'
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
｡

ま
ず

｢崖
｣
と

｢杜
｣
の
並
稀
か
ら
考
え
よ
う
｡
文
学
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
の
中
で
は

｢崖
杜
｣
の
並
稀
は
見
あ
た
ら
な
い
が
､
文
学
以

外
に
眼
を
向
け
れ
ば
､
曹

操よ
-
前
の
後
漢
中

期
の人
物
に
､

｢崖

杜
｣
あ
る

い
は

｢杜
崖
｣

と並解
さ
れ

る
崖
氏

と杜氏
が
い
る
｡

羅
叔
景

･
趨
元
嗣
な
る
者

'
伯
英
と
時
を
並
べ
､
西
州
に
解
せ

ら
れ
､
巧
を
斡
-
て
自
興
し
､
衆
頗
る
之
に
惑
-
｡
故
に
英
自

ヽ
ヽ

ら
稀
す
ら
-

｢上
は
雀
杜
に
比
ぶ
れ
ば
足
ら
ず
､
下
は
羅
題
に

方
ぶ
れ
ば
飴
り
有
-
｡
｣
と
｡

羅
叔
景
超
元
嗣
者
､
輿
伯
英
並
時
'
見
解
於
西
州
､
而
衿
巧
日

ヽ
ヽ

興
､
衆
頗
惑
之
｡
故
英
日
稀

｢
上
比
雀
杜
不
足
'
下
方
羅
題
有

飴
｡
｣

(衛
恒

｢
四
鮭
書
勢
｣
『
青
書
』
巻
三
十
六
引
)

右
は
西
晋
の
能
書
家
衛
恒
の
｢四
鮭
書
勢
｣
の
一
文
で
あ
る
｡
｢四

経
書
勢
｣
は
古
文

･
裳
書

･
隷
書

･
草
書
の
四
つ
の
書
鮭
を
論
述
し

た
文
章
で
､
こ
こ
に
引
用
し
た
部
分
は
､
能
書
家
を
列
挙
し
な
が
ら

草
書
の
沿
革
を
略
述
す
る
段
に
見
え
る
｡
羅
叔
景
は
羅
曙
T
字
は
叔

景
｡
超
元
嗣
は
題
襲
､
字
は
元
嗣
｡
と
も
に
後
漠
後
期
の
能
書
家
で
､

彼
ら
の
草
書
は

一
時
代
を
風
廃
し
た
｡
こ
れ
を
善
し
と
し
な
か
っ
た

の
が
､
同
じ
時
代
の
草
書
の
達
人
張
芝
､
字
は
伯
英
｡
｢臨
池
学
事
｣

6

の
故
事
で
知
ら
れ
､
草
聖
と
も
筆
聖
と
も
稀
さ
れ
た
と
い
怒

張
芝

は
自
ら
の
書
を

｢崖
杜
に
は
及
ば
な
い
が
､
羅
趨
よ
-
は
優
れ
る
｣

と
い
い
'
羅
曙

･
題
聾
の
書
を
批
判
し
た
と
い
う
｡
こ
こ
に
｢崖
杜
｣

ヽ
ヽ

の
並
稀
が
見
え
る
｡

こ
の

｢上
比
崖
杜
不
足
､
下
方
羅
避
有
飴
｡
｣

の
語
は
相
普
鹿
-
長
-
流
布
し
た
と
思
わ
れ
､
論
書
の
著
作
に
散
見

す
る
｡
劉
末
の
能
書
家
､
羊
欣
は
､
お
そ
ら
-
衛
恒

｢四
鰻
書
勢
｣

を
襲

っ
て
羅
曙

･
超
聾
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
｡

羅
曙

･
蓮
襲
､
何
許
の
人
か
を
詳
ら
か
に
せ
ず
｡
伯
英
と
時
を

同
じ
-
し
､
西
州
に
解
せ
ら
る
｡
而
し
て
斡
許
日
興
､
衆

頗

る
之
に
惑
う
｡
伯
英

朱
寛
に
書
を
興
え
自
ら
赦
し
て
云
え
ら

40



ヽ
ヽ

-
､

｢上
は
崖
杜
に
比
ぶ
れ
ば
足
ら
ず
'
下
は
産
超
に
方
ぶ
れ

ば
飴
-
有
-
｣
と
｡

羅
曙
趨
襲
､
不
詳
何
許
人
｡
輿
伯
英
同
時
､
見
解
西
州
｡
而
玲
ヽ
ヽ

許
日
興
､
衆
頗
惑
之
｡

伯
英
輿
朱
寛
書
目
叙
云
､
｢上
比
崖
杜

不
足
､
下
方
羅
題
有
飴
｡
｣

(羊
欣

｢古
来
能
書
人
名
｣
『
法
事
要
錬
』
竜
一
)

｢古
来
能
書
人
名
｣
は
古
来
の
能
書
家
六
十
九
人
に
つ
い
て
､
官

名

･
出
身
地

･
書
評
を
そ
れ
ぞ
れ
列
畢
し
た
も
の
で
､
右
は
羅
曙
と

強
襲
に
つ
い
て
の
記
事
｡
ま
た
次
は

『後
漢
書
』
趨
岐
俸
附
題
襲
侍

の
注
に
引
-

『
三
輔
決
録
』
の
記
事
で
､
こ
こ
で
は

｢雀
杜
｣
の
字

が
明
記
さ
れ
て
い
る
｡

是
に
先
ん
じ
て
杜
伯
度

･
崖
子
玉

草
書
に
工
み
な
る
を
以
て

前
代
に
解
せ
ら
れ
､
(蓮
)
薬
と
羅
曙
と
は
書
に
拙
-
､
張
伯
英

わ
ら

に

蒙

わ

る
｡
英
頗
る
自
ら
衿
高
に
し
て
､
朱
賜
に
興
う
る
書
に

ヽ
ヽ

云
え
ら
-

｢上
は
崖
杜
に
比
ぶ
れ
ば
足
ら
ず
､
下
は
羅
題
に
方

ぶ
れ
ば
除
-
有
る
な
-
｡
｣
と
｡

党
是
杜
伯
度
桂
子
玉
以
工
草
書
稀
干
前
代
､
(趨
)
襲
輿
羅
曙
拙

書
､
見
蛍
於
張
伯
英
｡
英
頗
自
給
高
､
輿
朱
賜
書
云

｢上
比

『文
心
願
龍
』
事
類
篇
劉
記

(幸
福
)

ヽ
ヽ

崖
杜
不
足
､
下
方
羅
題
有
除
也
｡
｣

(『後
漢
書
』
巻
六
十
四
趨
岐
俸
注
引

『
三
輪
決
錬
』)

文
頭
の

｢是
｣
は
超
蓑
を
指
す
｡
伯
度

･
子
玉
は
そ
れ
ぞ
れ
杜
度

･
崖
漠
の
字
｡
杜
度
の
生
卒
年
は
不
詳
で
あ
る
が
､
後
漠
の
章
帝
の

㈹

頃
に
活
躍
し
た
と
い
う
｡
こ
の
よ
う
に
'
曹
操
よ
り
前
､
後
漠
中
期

の
人
物
に

｢崖
杜
｣
と
固
定
し
て
襲
用
さ
れ
る
二
人
が
確
か
に
存
在

す
る
以
上
､
ま
ず
檀
家

･
杜
度
を
こ
の
並
稀
の
第

一
の
候
補
と
考
え

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡

杜
度
は
草
書
に
お
い
て
名
を
知
ら
れ
る
初
め
て
の
人
で
､
雀
漠
は

杜
度
よ
-
や
や
遅
れ
る
が
､
お
そ
ら
-
二
人
の
草
書
の
才
能
は
括
抗

し
て
お
-
､
ま
た
書
風
は
対
照
的
で
あ

っ
た
｡
と
い
う
の
は
､
梁
の

灰
屑
吾

『
書
品
』
が
杜
度

･
雀
攻
を
と
も
に
上
中
品
に
配
し
て
お
-
'

ま
た
斉
の
王
僚
虞
が
二
人
の
書
風
を
比
較
し
て
次
の
よ
-
に
い
う
か

ら
で
あ
る
｡

昔

杜
度
は
殺
字
甚
だ
安
ら
か
に
し
て
､
筆
鰻
微
や
痩
た
-
｡

千

崖

暖
は
筆
勢
甚
だ
快
に
し
て
'
結
字
小

や
疏
た
-
0

昔
杜
度
殺
字
甚
安
而
筆
鮭
微
疫
｡
寛
彦
筆
勢
甚
快
而
結
字
小
疏
｡

(王
借
虞

｢
論
書
｣
『
法
事
要
錦
』
巻
こ
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崖
瑳

･
杜
度
は
'
活
躍
し
た
時
代
が
近
-
､
｢雀
杜
｣
並
稀
の
前
例

が
あ
-
､
し
か
も
才
能
は
同
程
度
､
書
風
は
封
置
し
て
比
較
さ
れ
て

い
る
｡
こ
の
よ
う
な
候
件
か
ら

｢崖
杜
｣
並
稀
の
候
補
と
し
て
崖
壊

･
杜
度
が
有
力
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
､
次
に

｢崖
杜
｣
と
結
び

つ
-

｢張
子
｣
を
探
す
こ
と
に
し
た
い
｡
先
に
引
用
し
た
衛
恒

｢
四

肢
書
勢
｣
は
､
草
書
の
歴
史
に
つ
い
て
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
語
る
｡

漢

輿
-
て
草
書
有
る
も
'
作
者
の
姓
名
を
知
ら
ず
｡
章
帝
の

時
に
至
-
､
奔
相
杜
度
善
-
篇
を
作
る
と
統
す
｡
後
に
崖
瑳

･

雀
塞
有
-
て
､
亦
た
皆
な
工
み
と
科
す
｡
杜
氏
は
数
字
甚
だ
安

ら
か
に
し
て
､
蓄
膿
は
微
や
痩
た
-
｡
崖
氏
は
甚
だ
筆
勢
を
得

千

る
も
､
結
字
は
小

や
疏
た
-
｡
弘
農
の
張
伯
英
は
､
困
-
て
韓

た
精
に
し
て
甚
だ
巧
み
な
-
O
凡
そ
家
の
衣
岳
は
､
必
ず
害
し

て
後
に
之
を
練
る
｡
池
に
臨
み
て
書
を
学
び
､
池
水
壷
-
黒
し
｡

漠
興
而
有
草
書
､
不
知
作
者
姓
名
O
至
章
帝
時
､
奔
相
杜
度
班

善
作
篤
｡
後
有
埋
瑳
寵
定
､
亦
皆
栴
工
｡
杜
氏
殺
字
甚
安
､
而

書
鰻
微
疫
｡
崖
氏
甚
得
筆
勢
､
而
結
字
小
疏
｡
弘
農
張
伯
英
者
､

因
而
韓
精
甚
巧
｡
凡
家
之
衣
岳
､
必
書
而
後
練
之
｡
臨
池
撃
書
､

池
水
壷
黒
｡

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
､
杜
度

･
崖
攻
の
後
､
二
人
の
書
風
を
さ
ら

に
精
巧
に
襲
展
さ
せ
た
の
が
張
芝
と
考
え
ら
れ
る
O
ま
た
次
の
二
例

も
崖
杜
と
張
芝
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
語

っ
て
-
れ
る
｡

ヽ
ヽ

(張
芝
)
尤
も
草
書
を
好
み
､
崖
杜
の
法
を
学
び
､
家
の
衣
爵
'

必
ず
害
し
て
後
に
練
る
｡ヽ
ヽ

(張
芝
)
尤
好
草
書
､
学
雀
杜
之
法
､
家
之
衣
岳
､
必
書
而
後
練
｡

(『後
漢
書
』
巻
六
十
五
張
典
侍
注
引
王
情

｢文
字
志
｣)

雀
杜
の
後
'
共
に
張
芝
を
推
し
'
仲
婿
之
を
筆
聖
と
謂
う
.

崖
杜
之
後
､
共
推
張
芝
､
仲
渚
謂
之
筆
聖
.

(王
恰
虞

｢
論
書
｣
『
法
書
要
録
』
巻
こ

仲
渚
は
能
書
で
知
ら
れ
る
魂
の
葦
誕
の
字
.
こ
こ
に

｢筆
聖
｣
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
､
張
芝
は
雀
瑳

･
杜
度
よ
-
も
高
-
許
債
さ
れ
た

よ
う
だ
.
梁
の
庚
眉
吾

『
書
品
』
は
､
張
芝
を
魂
の
鍾
覇

･
東
晋
の

王
義
之
と
並
べ
て
最
高
の
上
上
品
に
配
し
て
い
る
｡
以
上
の
用
例
か

ら

｢崖
杜
｣
を
後
攻

･
杜
度
と
す
る
な
ら
ば
､
こ
れ
と
密
接
に
関
わ

る

｢張
子
｣
と
は
張
芝
で
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
｡

そ
し
て
こ
の
推
定
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る
の
が
､
次
に
あ
げ
る
後

漠
の
超
萱
の

｢非
草
書
｣
で
あ
る
｡

｢非
草
書
｣

は
後
漢
末
期
の
草
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書
の
流
行
を
戒
め
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
､
草
書
に
熱
中
す
る

常
世
の
輩
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
い
-
0

夫
れ
杜
崖
張
子
は
､
皆
な
超
俗
絶
世
の
才
有
-
､
博
学
の
飴
暇

に
､
手
を
期
に
遊
ば
す
｡
後
世
蔦
を
慕
い
､
専
ら
用
て
務
め
と

為
し
'
鏡
れ
ば
墜
-
仰
げ
ば
高
-
､
其
の
罷
努
を
忘
れ
､
夕
べ

つ
つ

や

か
たむ

に

暢

し

ん
で
息

ま
ず
､
灰

-

も
食
す
る
に
畷
あ
ら
ず
｡

夫
杜
崖
張
子
､
皆
有
超
俗
絶
世
之
才
､
博
学
除
暇
'
遊
手
干
斯
｡

後
世
慕
蔦
､
専
用
為
務
､
鏡
墜
仰
高
､
忘
其
罷
努
'
夕
暢
不
息
､

灰
不
畷
食
｡

(題
童

｢
非
草
書
｣
『
法
事
要
録
』
巻
一
)

趨
萱
の
生
卒
年
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
光
和
元
年

(
一
七
八
)
に
郡

8

の
上
計
に
挙
げ
ら
れ
た
と
い
Fm
か
ら
､
曹
操
(
一
五
五
～
二
二
〇
)と
ほ

ぼ
同
時
代
を
生
き
た
と
考
え
ら
れ
る
o
右
の
1
段
は

｢杜
崖
張
子
｣

は
学
問
を
先
に
し
､
そ
の
飴
暇
に
草
書
に
手
を
遊
ば
せ
た
の
に
対
し
､

普
世
の
輩
は
草
書
を
専
ら
務
め
と
す
る
､
と
そ
の
心
待
ち
が
い
を
批

判
す
る
も
の
で
あ
る
｡
遊
萱
よ
り
前
'
草
書
に
傑
出
す
る

｢杜
崖
張

子
｣
と
は
誰
か
｡
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
､
こ
れ
が
杜
度

･
崖
瑳

･

張
芝
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
｡

『文
心
願
龍
』
事
類
篇
劉
記

(幸
福
)

｢非
草
書
｣
の
文
中
に
は

｢杜
崖
張
子
｣
の
姓
名
を
記
さ
な
い
が
､

こ
れ
は
お
そ
ら
-
周
知
の
人
名
で
あ
っ
た
た
め
で
､
次
の
一
段
か
ら
､

｢杜
崖
｣
が
杜
度

･
雀
攻
を
指
し
､
｢張
子
｣

が
張
芝
を
い
う
こ
と

が
知
ら
れ
る
｡

窺
か
に
有
遥
張
君
の
先
便
君
に
輿
-
る
所
の
書
を
覚
る
に
'
稀

す
ら
-
正
気
は
以
て
邪
を
鋪
す
可
-
､
人
に
其
の
費
無
-
ん
ば
､

妖
は
自
ず
か
ら
作
ら
ず
と
｡
誠
に
道
を
信
じ
虞
を
抱
き
､
命
を

ヽ
ヽ

知
-
天
を
楽
し
む
者
と
謂
う
可
き
な
-
｡
夫
の
杜
崖
を
褒
め
､

はば

よし

羅
題
を

阻

み

､
欣
欣
と
し
て
自
ら

減

と

す
る
の
意
有
る
者
の
若

き
は
､
乃
ち
伎
を
衿
-
､
彼
を
購
し
み
我
を
貴
ぶ
に
近
き
無
か

ら
ん
哉
｡

痛
覚
有
道
張
君
所
輿
朱
使
君
書
､
稀
正
気
可
以
鏑
邪
､
人
無
英

資
､
妖
不
自
作
､
誠
可
意
信
道
抱
虞
､
知
命
禦
天
者
也
｡
若
夫

ヽ
ヽ

褒
杜
崖
､
狙
羅
題
､
欣
欣
有
自
滅
之
意
者
'
無
乃
近
於
斡
使
､

購
彼
貴
我
哉
｡

(題
意

｢非
草
書
｣
『
法
書
要
錦
』
巻
一
)

9

｢有
道
｣
は
張
芝
の
親
で

｢有
道
張
君
｣
は
張
芝
を
指
す
｡
張
芝

か
ら

｢先
便
君
｣
へ
の
書
簡
と
は

｢上
比
崖
杜
不
足
､
下
方
羅
題
有
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鉄
也
｡
｣

と
い
っ
て
羅
曙

･
題
聾
を
笑

っ
た
と
い
う
件
の
書
簡
｡

し

た
が
っ
て

｢杜
崖
を
褒
め
､
羅
超
を
阻
み
､
欣
欣
と
し
て
自
ら
賎
し

と
す
る
の
意
有
る
老
｣
は
､
｢上
比
雀
杜
不
足
'
下
方
羅
避
有
鉄
也
｡
｣

と
い
う
表
現
を
批
判
す
る
も
の
で
'
こ
の

｢杜
崖
｣
が
杜
度

･
崖
攻

を
指
し
､
先
に
引
用
の
部
分
で

｢杜
崖
｣
と
並
び
科
さ
れ
る
張
子
が

張
芝
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
れ
ば
､

川

後
漢
中
期
の
杜
度

･
崖
漠
は
草
書
の
才
能
に
お
い
て
ほ
ぼ
封
等

と
評
債
さ
れ
て
お
-
､

そ
の
書
風
は
封
照
的
､

｢杜
崖
｣
あ
る
い

は

｢崖
杜
｣
と
い
う
並
稀
が
固
定
し
て
襲
用
さ
れ
て
い
る
O

伺
杜
度

･
崖
譲
と
つ
な
が
る
張
姓
に
張
芝
が
い
る
.
張
芝
は
杜
度
､

撞
攻
の
書
風
を
学
び
､
精
巧
な
も
の
へ
と
李
展
さ
せ
て
､
草
書
を

顎
展
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
.

35:曹
操
と
は
ぼ
同
時
代
の
蓮
萱
が
そ
の

｢非
草
書
｣
に
お
い
て
牡

鹿

･
崖
瑳

･
張
芝
を
指
し
て

｢杜
崖
張
子
｣
と
呼
ん
で
い
る
｡

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
､

3

『文
心
離
龍
』
事
類
第
の
曹
操
の
語
に
'

｢張
子
｣
が

｢専
ら

雀
杜
の
小
文
を
拾
接
し
｣
た
と
い
う
が
､
こ
れ
は

｢尤
も
草
書
を

好
み
､

崖
杜
の
法
を
学
｣
((『後
漢
書
』
巻
六
十
五
張
奥
俸
注
引
王
情

｢文
字
志
｣)
ん
だ
と
い
う
張
芝
の
記
載
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
を
傍
護
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
｡
草
書
に
お
い
て
張
芝
が

雀
杜
を
学
ん
で
功
あ

っ
た
と
許
債
さ
れ
る
の
に
封
し
､
曹
操
は
そ

の
文
章
創
作
の
面
に
注
目
し
て
､

｢張
芝
の
文
は
短
い
断
片
的
な

文
章
の
寄
せ
集
め
に
す
ぎ
な
い
｣
と
批
判
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

以
上
の
四
鮎
か
ら
'
『
文
心
離
龍
』
事
類
篇
の

｢張
子
｣
｢崖
杜
｣

を
張
芝
'
崖
瑳

･
杜
度
と
す
る
推
定
は
か
な
-
確
宜
な
､
蓋
然
性
の

高
い
も
の
で
あ
る
と
思
-
0

こ
れ
ま
で
の
注
樺
が
こ
の
三
名
を
推
定
し
な
か
っ
た
の
は
､
お
そ

ら

-

､
文
学
史
の
範
噂
か
ら
､
｢埋
杜
｣
を
特
定
し
た
た
め
と
思
わ

れ
る
｡

し
か
し
､
こ
う
い
っ
た
人
名
の
推
定
の
際
に
､
文
学

･
苦
学

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
区
分
の
必
要
は
な
い
だ
ろ
-
｡
書
論
に
見
え
る

｢上
比
崖
杜
不
足
､
下
方
羅
超
有
鉄
也
｡
｣
が
､
襲
型
さ
れ
て
､

陳
思
に
方
ぶ
れ
ば
足
ら
ず
､
貌
文
に
比
ぶ
れ
ば
飴
-
有
-
｡

方
陳
思
不
足
､
比
魂
文
有
除
｡

(鍾
膜

『詩
品
』
上
品
王
条
評
)
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鯛

と
､

文
学
批
評
の
書

『
詩
品
』

に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と

は

､

書
き

手

･
謹
み
手
の
撃
方
が
､
書
撃
も
文
学
も
含
め
た
共
通
の
廉

い
教
養

の
基
盤
の
上
に
立

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す

一
端
と
思
わ
れ
る
｡
能
書

あ
る
い
は
書
美

へ
の
関
心
が
､
後
漠
以
後
､
六
朝
を
通
じ
て
ど
の
よ

う
に
文
人
の
間
に
意
識
さ
れ
､
そ
の
債
値
が
上
昇
し
て
い
-
か
は
今

後

の
課
題
と
し
た
い
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
'

少
な
-
と
も

こ
の

『
文
心
碓
龍
』
の

1
段
に
は
､
劉
蔀
の
書
糞
に
封
す
る
批
判
が
義
眼
み

取
れ
る
も
の
と
思
う
｡
｢寡
聞
の
病
｣
の

一
例
と
し
て
､
｢草
聖
｣
と

科
さ
れ
た
張
芝
を
あ
げ
て
批
判
す
る
背
後
に
は
'
彼
を
慕

っ
て
書
薬

に
熱
を
あ
げ
る
､
劉
鉱
と
同
時
代
の
輩

へ
の
痛
烈
な
批
判
が
込
め
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
劉
蔀
の
批
判
の
背
景
に
は
､
文
章

創
作
論
に
と

っ
て
批
判
さ
る
べ
き
現
状
が
横
た
わ

っ
て
い
た
と
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

本
稿
は

l
九
九
四
年
十
月
九
日
日
本
中
国
学
合
に
お
け
る
口
頭
委

表
の

一
部
を
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
.
学
舎
襲
表
後
､
多
-
の
方
か

ら
貴
重
な
ご
意
見
､
ご
批
判
を
い
た
だ
い
た
｡
感
謝
を
込
め
て
こ
こ

に
付
記
し
た
い
｡

『文
心
離
龍
』
事
顛
篇
劉
記

(幸
福
)

(
一
九
九
六
年
二
月
二
十
七
日
)

注
訓
講
は
興
膳
宏

『
文
心
髄
龍
』
(筑
摩
書
房
'

一
九
六
八
年
十
二
月
)

に
よ
る
｡
以
下
同
じ
｡

す
べ
て
を
不
詳
と
す
る
も
の
は
'
興
膳
宏

『文
心
願
龍
』

(筑
摩
書

房
'

一
九
六
八
年
十
二
月
)'
陸
侃
如

･
牟
世
金

『
文
心
願
寵
評
注
』

(轡
魯
書
社
t

l
九
八
二
年
九
月
)'
向
長
清

『
文
心
願
龍
浅
揮
』
(書

林
人
民
出
版
社
'

1
九
八
四
年
三
月
)
な
ど
O
周
振
甫

『
文
心
願
龍
今

揮
』
(中
華
書
局
'

1
九
八
六
年
十
二
月
)
は

｢
張
子
｣
を
不
詳
と
L
t

｢
雀
杜
｣
に
は
雀
駆
父
子
お
よ
び
杜
篤
と
す
る
楊
明
照
注
を
引
-
.
疑

問
を
残
し
な
が
ら

｢
張
子
｣
に
張
範
を
あ
げ
､
｢
雀
杜
｣

に
雀
駆
父
子

を
比
定
す
る
の
は
'
文
中
に
引
用
し
た
楊
明
照
氏
の
注
揮
｡
ま
た
'
鍾

期

･
黄
安
砧

『
劉
凍
寓
作
之
道
』
(長
征
出
版
社
'

7
九
八
四
年
八
月
)

は

｢張
子
｣
を
不
詳
と
し

｢雀
杜
｣
を
雀
鯛

･
杜
毅
と
す
る
｡
超
仲
邑

『
文
心
艦
龍
評
注
』
(酒
江
出
版
社
t

l
九
八
三
年
三
月
'
初
版
は
1

九
八
二
年
四
月
)
は

｢
張
子
｣
を
張
範
と
し

｢雀
杜
｣
を
楼
蘭

･
杜
林

と
す
る
｡

楊
明
照

『
文
心
願
龍
校
注
拾
遺
』

(上
海
古
籍
出
版
社
'

一
九
八
二

年
十
二
月
)
二
九
五
-
六
五
.

百
神
木
'
中
華
書
局
本
と
も
に

｢甚
相
親
敬
｣
に
作
る
｡

陸
侃
如

･
牟
世
金

『文
心
願
評
注
』

(奔
魯
書
杜
'

7
九
八
二
年
九

月
)
二
二
七
頁

｢
雀
'
杜
-
所
指
不
詳
｡
曹
操
之
前
'
崖
'
杜
二
姓
同

時
文
人
有
東
浜
雀
妨
'
杜
篤
O｣
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中
開
文
畢
報

第
五
十
二
筋

的
劉
宋
の
羊
欣

｢
古
来
能
書
人
名
｣
(『
法
書
要
錬
』
巻

1
)
に
'
張
芝

を
あ
げ
て

｢
弘
農
張
芝
､
高
尚
不
仕
'
善
草
書
'
精
勤
絶
倫
｡
家
之
衣

烏
'
必
朱
書
而
後
練
'
臨
池
筆
書
'
池
水
壷
墨
｡
毎
書
云

｢
勿
勿
不
暇

草
書
｣
'
人
謂
馬

｢草
聖
｣
｡｣
と
い
-
O
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
'
斉

ヽ
ヽ

の
王
倫
虞

｢
論
書
｣
(『
法
書
零
線
』
竜

一
)
に
､
｢
雀
杜
之
後
'
共
推

張
芝
'
仲
婿
謂
之
筆
聖
｡
｣
と
い
う
O

S

衛
恒

｢
四
股
書
勢
｣
に

｢
漠
興
而
有
草
書
'
不
知
作
者
姓
名
O
至
章

帝
時
'
弊
相
杜
度
競
善
作
簾
.｣
と
い
う
｡

㈲

『
後
漢
書
』
巻
八
十
下
文
苑
俸
趨
萱
侍
｡

弼

『
後
漢
書
』
巷
六
十
五
張
典
侍
注
引
王
情

｢
文
字
志
｣
に

｢
芝
少
持

高
操
'
以
名
臣
子
動
学
'
文
鳥
儒
宗
'
武
馬
婿
表
.
太
尉
鮮
'
公
専
有

道
微
'
皆
不
至
'
幼
張
有
道
O
｣
と
い
う
｡

㈹

興
膳
宏

｢
『詩
品
』
と
害
毒
論
｣

(『
日
本
中
国
学
合
報
』
第
三
十

一

集
'

1
九
七
九
年
の
ち

『
中
開
の
文
学
理
論
』
筑
摩
書
房
'

7
九
八
八

年
九
月
二
八
八
頁
)
に
'
『
詩
品
』
王
衆
評
の

｢
方
陳
思
不
足
'
比
魂

文
有
飴
｡｣
と
い
う
表
現
が
'
書
論
の

｢
上
比
雀
杜
不
足
'
下
方
羅
超

有
飴
也
｡
｣
を
も
じ
っ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
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